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(57)【要約】
　パッケージは、周縁部(6)で柔軟性側面壁(4,5)に接合
されて封入体を形成する柔軟性上面壁(3)を有し、該上
面壁(3)は、開裂して開口部を形成させるのに適合した
脆弱なライン(7)を配設されてなり、開裂は周縁接合部(
6)間に限られている。側面壁(4,5)は、横方向のシール
部(1,2)、ならびにまちとして内方に折り畳まれる上面
壁および底面壁(3)を有し得、脆弱なライン(7)は、2つ
の横方向のシール部(1,2)間にまち付きの上面壁(3)の折
り目に沿って実質的に中央に延びている。パッケージは
両手で、片方ずつ脆弱なライン(7)のいずれか一方側を
軽く握り、親指で各側を下方に押し、脆弱なラインに沿
って開裂を形成する。好ましくは、側面壁(4,5)の上側
端を上面壁(3)と隣接する端部でシールして周縁直立リ
ム(6)を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周縁部で柔軟性側面壁に接合されて封入体を形成する柔軟性上面壁を有するパッケージ
であって、該上面壁は、開裂して上面壁に開口部を形成させるのに適合した脆弱なライン
を配設されてなり、開裂は上面壁の側面壁との周縁接合部間に限られている、パッケージ
。
【請求項２】
　脆弱なラインが、上面壁に負荷される手の力によって開裂されると、上面壁に、開口部
が開放(clear)されるように側面壁に対してパッケージ内に移動可能な１つまたは複数の
開裂部分をもたらすように適合される、請求項１記載のパッケージ。
【請求項３】
　脆弱なラインが上面壁を両側の部分に分割し、該部分は、脆弱なラインの両側に負荷さ
れる内向力によってパッケージが開口されると側面壁に対して内方に折り畳まれる、請求
項２記載のパッケージ。
【請求項４】
　上面壁の中央部分を横切る垂直シール部間に連続的に延びている脆弱なラインを有する
パッケージの両側の垂直シール部によって接合される2つの側面壁を含む、前記請求項い
ずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項５】
　上面壁および底面壁が、パッケージを平らに折り畳む内方に延びているまちとして形成
されており、脆弱なラインが、上面壁のまちの折り目に沿って、または実質的に平行に延
びている、請求項４記載のパッケージ。
【請求項６】
　側面壁の上側縁および下側縁が、上面壁および底面壁の隣接する縁とシールされて周縁
直立壁を形成する、前記請求項いずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項７】
　多数の脆弱なラインが設けられており、各々が、互いにずれている、前記請求項いずれ
か１項に記載のパッケージ。
【請求項８】
　上面壁が、パッケージングされる製品に適応(suit)させた内側層および脆弱なラインが
形成される外側層を有する積層シートで形成されている、前記請求項いずれか１項に記載
のパッケージ。
【請求項９】
　脆弱なラインが、ミシン目または外側層の切り込み部分もしくは厚みを薄くした部分に
よって形成される、請求項８記載のパッケージ。
【請求項１０】
　内側層が外側層よりも容易に伸縮および開裂する材料で構成されている、請求項８また
は９記載のパッケージ。
【請求項１１】
　上面壁が、脆弱なラインに沿って局所的に厚みを薄くした単層シートで形成される、請
求項１～７いずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項１２】
　上面壁が、特定の方向に優先的に開裂する性質を有する材料のフィルムで形成され、こ
の方向が脆弱なラインと一直線に並ぶ(align)、請求項１～７いずれか１項に記載のパッ
ケージ。
【請求項１３】
　得られる側面壁の１つまたは複数の開裂部分をパッケージの内方に折り畳む目的を果た
す内向力によって容易に開裂されるように適合された脆弱なラインが形成された側面壁を
有するパッケージ。
【請求項１４】
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　手で負荷した力によって、中間点からその長さに沿って容易に開裂されるように適合さ
れた脆弱なラインが形成された側面壁を有するパッケージ。
【請求項１５】
　脆弱なラインの概ね横方向に負荷された手の力によって容易に開裂されるように適合さ
れた脆弱なラインが形成された側面壁を有するパッケージ。
【請求項１６】
　開口部構成が形成されたまち付きの側面壁を有するパッケージ。
【請求項１７】
　開口部構成が側面壁の範囲(confines)内にある、請求項１６記載のパッケージ。
【請求項１８】
　開口部構成が、まちの折り目に概ね平行に延びている、請求項１記載のパッケージ。
【請求項１９】
　開口部構成が脆弱なラインを含む、請求項１６記載のパッケージ。
【請求項２０】
　まち付きの側面壁および側面壁の中央領域に沿って縦方向に延びている脆弱なラインを
有するチューブ状形態に形成されるように適合された柔軟性シート材料を含むパッケージ
ング。
【請求項２１】
　柔軟性シート材料を、まち付きの側面壁および側面壁の中央領域に沿って縦方向に延び
ている脆弱なラインを有する連続的なチューブ状形態に形成する工程、および連続的なシ
ール部間にパッケージが形成されるようにチューブ状形態の幅を横切る横方向のシール部
を周期的に形成する工程を含む、パッケージング方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中に含まれる製品の消費を許容するのに容易に開口可能なパッケージングお
よびパッケージ、特に柔軟性パッケージに関する。
【０００２】
　パッケージを平らにすると、それぞれがパッケージの内側に折りたたまれるようなまち
(gusset)を有して形成される上面壁および底面壁に接合された二枚の側面壁を含む直立型
バッグの形態の柔軟性パッケージの公知の型が WO200058174に記載される。製造において
、側面壁ならびに上面壁および底面壁はチューブとして形成され、これを、側面壁の全幅
に延びる直角方向のシール部で各末端を閉じ、封入体を形成する。さらに、側面壁の端で
は、折り目に沿って上面壁および底面壁と合わさり、上面壁および底面壁の隣接端にシー
ルされ、直立した周縁壁またはパッケージの剛性を高めるリム(rim)を形成する。この型
のパックに製品が満たされる場合、パックは、支えなくても立つ長方形を維持し、パック
の内容物に関する情報の表示のために良好な側面壁を示す。
【０００３】
　本発明の目的は、容易な開口部の特徴を組み込んだ、改良されたパッケージを提供する
ことである。
【０００４】
　一局面によると、本発明は、周縁部で柔軟性側面壁に接合されて封入体を形成する柔軟
性上面壁を有するパッケージであって、該上面壁は、開裂して上面壁に開口部を形成させ
るのに適合した脆弱なライン（line of weakness）を配設されてなり、開裂は上面壁の側
面壁との周縁接合部間に限られている、パッケージを含む。
【０００５】
　好ましい態様において、本発明は、直角方向のシールを有する側面壁、まちとして内側
に折りたたまれる上面壁および底面壁を含む上述の公知の型のパッケージに適用される。
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パッケージの組立て前に、上面壁を形成する部分は、上面壁に横切って延び、上面壁で内
側へ圧力を負荷することで開くようになる脆弱なラインを伴って形成され、その脆弱なラ
インに沿って開裂を形成する。好ましくは、脆弱なラインは、恒久的にパッケージを閉じ
る二本の直角方向のシールの間で、まちを付けられた上面壁の折り目に沿って実質的に中
央に延びており、パッケージは脆弱なラインのいずれか一方を両手で簡単に握り、親指で
それぞれの面を下側に押して、脆弱なラインに沿って開裂を形成する。好ましくは、側面
壁の上端は隣接する上面壁の端とシールされて、公知の様式でパッケージに剛性を付け加
える周縁の直立したリムを形成し、さらにパッケージの上部の脆弱なラインの両側を握る
ことを容易にする。
【０００６】
　一度開くと、本発明のこの態様によるパッケージは、直立した周縁リムで規定される輪
郭に対応する最大サイズの遮るもののない(unobstructed)開口部がもたらされるようにす
るために、上面壁の脆弱なラインに沿った開裂の両側二つの部分が、パッケージの周囲の
側面壁に対して(against)内側かつ下側に折りたたまれることを可能にし、上面壁の開裂
部分は直立したリムの下方の側面壁の内側層となり補強するのに役立つ。直立したリムを
形成する、折りたたまれ、シールされた端は、上面壁の開裂部分を側面壁に対して保持す
るのに役立つ。従って、その開いた状態において、パッケージは、開いた上部を有するカ
ップと同様の容器を形成して内容物への最大限の接触を可能にし、該容器は製品を消費す
る場合の扱いに都合が良い。その後、パッケージングは、ちぎれた小片の形の任意の余分
な潜在的なごみ、または開口過程で生じた他の開裂されたパッケージングを事前に発生さ
せることなく、適切な様式で処分され得る。
【０００７】
　本発明の他の局面は、添付の請求の範囲に規定される。
【０００８】
　本発明は、添付の図面に関して一例として記載される。
【０００９】
　一般的に、図1は、連続フロー法でチューブ状に形成される、内側に折りたたまれるま
ち付きの側面壁を有する、柔軟性プラスティックフィルムから構成される公知の型の直立
型バッグを図示する。バッグまたはパッケージは、連続的な長さからある長さのチューブ
状フィルムを切断し、チューブの長さの直角方向に延びるシール部によって切断した端を
閉じることにより形成される。図1に示されるように、シール部は、完成したパッケージ
の、直立しているシールされたフラップ（flap）1および2で示される。まち付きの側面壁
は、パッケージの上面壁および底面壁となり、第２のシール1、2が形成されてパッケージ
を閉じる前に、パッケージング過程中にパッケージ中に入れられた製品によって折りたた
まれずにある。パックの上面を形成するまち付きの側面壁は、図1中の3で示される。
【００１０】
　この型の直立型バッグの別の公知である特徴は、直立した壁またはリム6を形成するた
めに、直立した側面壁4、5の隣接した部分に上面壁および底面壁の周縁部分をヒートシー
ルすることであり、これにより、パッケージの形状に、よりよい定義づけ（definition）
が与えられる。
【００１１】
　本発明による容易に開く特徴は、パッケージ3の上面壁に脆弱なライン7を提供すること
にあり、図1に示されるように、これは、壁の形成においてまちを形成する実質的に中心
折り目に沿って延びる。好ましくは、脆弱なラインは、側面壁3の連続的な構成で形成さ
れるので、二つのシール1および2の間いっぱいに延びる。
【００１２】
　図2に示すように、パッケージの開口過程は、単に、消費者がパックの上面の脆弱なラ
イン7の両側を握り、脆弱なライン7に沿って開裂を形成するために上面壁3の両側を引き
離すか、または脆弱なラインに沿った開裂を形成するために脆弱なライン7の両側を親指
で下側に押すかのいずれかを含む。図3に示すように、上面壁の二つの部分の開裂の両側
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は、パッケージ上面の周囲の直立したリム6で規定される完全に遮るもののない開口部と
なるようにするために、パッケージの隣接する直立した側面壁4、5に対して内側にさらに
押し込まれ得る。脆弱なライン7が上面壁3の全幅にわたって延びているという事実は、開
裂により形成された開口部も上面壁の全幅に延び、最大の開口部を可能にするということ
を保証する。隣接する直立した壁4、5に対して折りたたまれた上面壁3の二つの開裂され
た部分により、これが最大限に可能な開口部を生じるだけでなく、パッケージの上面の周
囲にリム6までの広がり部分(extension)として二層の素材を形成し、これは増強された補
強または硬さを提供して、内容物を消費する際に、消費者の使い易さのために、開口した
パッケージをよりカップ状にする。直立したリムは、隣接の直立した壁4、5に対して上面
壁3の二つの開裂部分を維持することを補助するために役立つ。直立したリムがなければ
、プラスティックフィルムの折りたたみ性がもともと欠けていることにより、開裂部分が
閉口位置まで戻り、開裂された開口部が遮られることがあり得る。
【００１３】
　本発明の一態様において、パッケージを形成するプラスティックフィルムは、該フィル
ムをそれ自体にヒートシールすることを可能にすること、パッケージの内容物のための適
切な接触層および保護フィルムを提供すること、ならびに印刷および他のパッケージング
目的のための適切な外部層を提供することを含む、異なる目的に適した内部および外部層
を含む二層のラミネートである。典型的に、外部層は、延伸ポリプロピレンOPP、延伸ポ
リエステルOPETまたは延伸ポリアミドOPAであり得、内部層は、ポリエチレンPEまたは非
延伸ポリプロピレンPPである。他の態様において、ラミネートフィルムは三層以上を有し
て用いられ得る。
【００１４】
　上面壁3の脆弱なライン7はラミネートフィルムの外部層のミシン目により形成され得、
これらのミシン目は内部および外部層の貼り合わせより前に形成される。従って、ミシン
目は、パッケージの開口部において脆弱なラインが開裂されるまで内部層によってシール
される。内部層のプラスティックの組成およびその厚みは、開裂過程を容易にするように
選択され、外部層の素材の組成も、脆弱なラインが破れるまで開口過程において負荷され
る張力に一般に耐えることを保証するように選択される。ポリエチレンフィルムを使用し
た典型的な実施例において、内部層は厚さ20～70ミクロンであり得る。好ましくは、ポリ
エチレンフィルムは、ラミネートがより容易に裂け得るように調製される。例えば、この
目的には、ある割合の中密度または高密度のポリエチレンを含有する、異なるポリエチレ
ン等級の混合物であるポリエチレンフィルムが特に適していることが分かっている。
【００１５】
　脆弱なライン7のミシン目は、機械的な手段またはレーザー手段を含む、任意の適切な
手段により形成され得る。貼り合わせ後のラミネートにミシン目を形成するために、レー
ザー穿孔法が使用され得る。
【００１６】
　本発明の代替的な態様では、ミシン目を設ける代わりに連続的なスリットが外側層に設
けられ得る。
【００１７】
　さらにまた、図1に示すような単一の脆弱なライン7の代わりに、製造プロセス中、パッ
ケージの中心折り目の位置決めのバリエーションが可能となるように、多数の平行な脆弱
なラインを上面壁の中心折り目の領域に形成してもよい。すなわち、多数の脆弱なライン
が、最終的に折り畳まれて側面壁を構成するウェブ(web)内に予備形成され、その結果、
中心折り目のその位置の任意の横方向の変化が、脆弱なラインの少なくとも１つと実質的
に整列することにより調整(accommodate)される。脆弱なラインは、典型的には1mm間隔で
あり得る。
【００１８】
　本発明の代替的な態様では、パッケージングに単層フィルムが使用され得、脆弱なライ
ンは、上面壁の障壁性をそのまま保持する手段によって、例えば、脆弱なラインに沿った
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あれば、脆弱なラインは、フィルムを貫通し、上面壁の障壁性を破断するミシン目を伴い
得る。
【００１９】
　本発明のまた別の態様では、脆弱なラインまたは平行な複数の脆弱なラインは、上面壁
3の折り畳まれる部分が両側の側面壁5または4に対して後方に(back)折り畳まれるように
、まちの中心折り目から上面壁3の側面壁4または5との接合部の方向にずれている(offset
)。
【００２０】
　本発明のまた別の態様では、開口部は、上面壁のパッケージの開口時に移動(displace/
remove)する部分を画定する脆弱なラインによって上面壁3に提供され得る。そのため、脆
弱なラインは、上面壁3の折り目に実質的に横方向に延びている部分に含まれ得る。
【００２１】
　本発明のまた別の態様では、脆弱なラインは、上面壁内に開口部を形成するために剥離
される感圧接着ラベルで被覆された上面壁内の切り込み(cut)であり得る。脆弱なライン
は、型抜きプロセスによって形成され得る。
【００２２】
　本発明の任意の上記の態様において、脆弱なラインを開裂することにより形成された後
に開口部を封止するために使用され得る感圧接着ラベルなどの再封止デバイスが設けられ
得る。このラベルは、開裂される前に脆弱なラインを被覆するように上面壁3に接着され
得、ラベルを最初に剥離して開口を可能にする。あるいは、ラベルは、別の部分のパケッ
ト(packet)に接着され得る。
【００２３】
　本発明のまた別の態様では、上面壁は、好ましい方向に容易に開裂される容易開裂フィ
ルムで構成され得、該方向は、図1のパッケージの2つの垂直シール部1および2間に一直線
上に延びているものであり得る。
【００２４】
　本出願において使用する用語「上面」、「底面」および「側面」は限定的であることが
意図されないこと、および本発明によるパッケージは、使用時の任意の方向を想定するこ
とが認識されよう。しかしながら、パッケージを直立型に組み立て(stack)、都合上、上
面で開口されるように提供することが一般的に実行される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明の態様に従ったパッケージを図示する。
【図２】図２は、一部が開かれた状態の図１のパッケージを示す。
【図３】図３は、完全に開いた状態の図１のパッケージを示す。



(7) JP 2008-522912 A 2008.7.3

【図１】

【図２】



(8) JP 2008-522912 A 2008.7.3

【図３】



(9) JP 2008-522912 A 2008.7.3

10

20

30

40

【国際調査報告】



(10) JP 2008-522912 A 2008.7.3

10

20

30

40



(11) JP 2008-522912 A 2008.7.3

10

20

30

40



(12) JP 2008-522912 A 2008.7.3

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LC,LK,L
R,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SY
,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

Ｆターム(参考) 3E064 AB23  BA26  BA30  BA36  BA54  BB03  BC18  EA30  GA06  HF09 
　　　　 　　        HG03  HN06  HP02 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

